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１．契約の保証について 

（１）契約の保証について 

契約の保証については、別紙－１のとおりである。 

なお、保険会社の発行する電子証書等については、暫定的な取扱いとして電子メールを用いて提出 

   することができる。この場合の提出方法については、保険会社、契約担当官等に確認し、指定された

手順を踏むこと。 

（２）暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について 

① 部局長が発注する建設工事及び測量・建設コンサルタント等業務（以下「発注工事等」という。）

において、暴力団員等による不当要求又は工事（業務）妨害（以下「不当介入」という。）を受けた

場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行う

とともに、捜査上必要な協力を行うこと。 

② ①により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内容を

記載した書面により発注者に報告すること。 

③ 発注工事等において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被 

害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。 

（３）被災者の就労機会の確保について 

受注者は、外業等の業務に当たって、地震等被災地域における被災者（農林漁家を含む）の就労希

望者を優先的に雇用するよう努めるものとする。 

なお、被災者等の雇用においては、賃金等の支払いが適正かつ遅滞なく行われるよう配慮すること。 

 

２．積算業務区分等について 

本業務の予定価格積算は、以下のとおりである。 

設計業務：設計業務の価格積算基準（農林水産省農村振興局制定）（令和６年度） 

 

３．業務打合せについて 

（１）積算の基地は、「仙台市」で考えている。 

（２）打合せ場所は、「阿武隈土地改良調査管理事務所」で考えている。 

（３）交通手段は、「高速バス」で考えている。 

（４）打合せ人員については、下記のとおり考えている。 

 
職  種 

備 考 
主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 

初 回 1.0 人 1.0 人   

中 間  1.0 人 1.0 人 １回実施 

最終回 2.0 人 1.0 人   

※各労務人員の 1.0 人の内訳は、打合せに 0.5 日、移動に 0.5 日を合わせて 1.0 人としている。 

    最終回の打合せにおいては、照査を実施した照査技術者自身による報告を見込んでおり、主任技師

1.0 人を見込んでいる。 

 

４．外業について（現地調査、営農課題の聞取り調査（農業経営体））    

（１）積算の基地は、「仙台市」で考えている。 

（２）交通手段は、「ライトバン」で考えている。 

（３）外業は、「宿泊」で考えている。 

なお、営農課題の聞取り調査（有識者）は５に示すとおりである。  

（４）積算基地から滞在地までの移動に要する費用は、ライトバン損料 0.5 日分（片道移動距離 155.9km） 

を計上している。なお、高速道路料金は「仙台宮城 IC から矢吹 IC」区間を計上している 

（５）宿泊費は目的地に到着した日の宿泊費（普通旅費）と、翌日からの滞在地を出発する日の前日まで

の宿泊費（滞在日額旅費）を次のとおり計上している。  

 

 

 

 

 



  【設計業務】 

職種区分 
宿泊日数 

（日） 

宿泊日数の内訳 

備考 
普通旅費 

到着日 

（日） 

滞在日額旅費 

30 日未満 
30 日以上 

60 日未満 

主任技師 2.0 1.0 1.0 ― 

現地調査 技師Ａ 2.0 1.0 1.0 ― 

技師Ｂ 2.0 1.0 1.0 ― 

主任技師 2.0 1.0 1.0 ― 営農課題の聞取り調査 

（農業経営体） 技師Ｂ 2.0 1.0 1.0 ― 

 

５．外業について（営農課題の聞取り調査（有識者）） 

（１）積算の基地は、「仙台市」で考えている。 

（２）打合せ場所は、「福島大学」で考えている。 

（３）交通手段は、「高速バス」及び「鉄道」で考えている。 

 

６．作業歩掛について 

特別仕様書第３－１条の作業項目表、別紙－１に示す作業項目内訳表及び現地作業一覧表の作業歩掛は

別添のとおり考えている。なお、業務完了後は、監督職員が別途指示する様式に従って監督職員へ当該業

務の歩掛実態調査を提出するものとする。 

 

７．学識経験者の助言に係る経費の支払いについて 

特別仕様書別紙－1 ４．営農計画調査（１）営農課題の聞取り調査に示す学識経験者の助言に係る経費

等は次のとおりである。 

（１）福島大学に在籍する者を予定している。 

（２）福島大学との連携手法は学術指導を考えている。福島大学の学術指導の内容は以下のとおり。 

http://gakujyutu.net.fukushima-u.ac.jp/007_research/index.html 

      なお、福島大学との産学官連携の手続き及び学識経験者との日程調整は発注者が行う予定としてい

る。  

（３）学識経験者にかかる経費は以下のとおり、一括計上価格に計上している。 

項   目 規 格 数 量 備    考 

１．旅費・交通費    

(1)ライトバン損料、燃料 片道67.3km 往復１回 現地調査時、福島大学～現地 

(2)高速料金 片道60.9km 往復１回 〃、 福島松川ｽﾏｰﾄIC～矢吹IC 

(3)鉄道料金  往復１回 営農検討連絡時、金谷川駅～矢吹駅 

２．学術指導料    

(1)現地調査 ４時間程度   

(2)指導内容の検討 ４時間程度   

(3)打合せ（助言） ２時間程度 ２回 内１回はWeb、１回は対面 

(4) 営農検討連絡会（助

言） 

２時間程度 １回  

(5)管理経費   学術指導料の10% 

   ・学術指導料は時間当たり10,000円(税込み)で算定している。 

 

８．特別仕様書補足事項 

特別仕様書第５－１条に示す不開示情報の黒塗り等の措置に係る費用として、設計業務技術員 0.5 人及

び電子媒体（CD-R 若しくは DVD-R）１枚の費用を直接経費に計上している。 

作業にあたっては、監督職員との打合せに基づき、本業務の成果物データ（PDF 形式）を元に、PDF フ

ァイルの編集機能を用いて、黒塗り等の措置を行うものとする。 

提出にあたっては、編集可能な状態で提出するものとする。 

なお、不開示情報とは、「行政機関の保有する情報の公開に関する法律」における「不開示情報」に該当

する情報とする。 

http://gakujyutu.net.fukushima-u.ac.jp/007_research/index.html









